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２０２６（令和８）年度第１回（通算第７７回）理事会（臨時）議事録  

一般財団法人国際法学会 
 
１．日 時：2026 年 5 月 17 日（日） 10 時 00 分～12 時 30 分 
 
２．場 所：京都大学総合研究 2 号館第 1RPG 室 

および Zoom によるハイブリッド形式での開催 
 
３．出席理事：（代表理事）濵本正太郎、（理事）玉田大、萬歳寛之、森田章夫、山田哲

也 
以上 5 名、対面参加 

 
（理事）阿部達也、新井京、石田淳、北澤安紀、西平等、西村弓、長谷部潤、前田直子、

水島朋則、森肇志、横溝大 
以上 11 名、Zoom により参加 

 
（※西理事は第 1 号議案の審議後 11 時 30 分で退出、横溝理事は第 7 号議案の後 12 時 00
分で退出、森田理事は第 10 号議案の後 12 時 21 分で退出） 
 

出席監事：都留康子、以上 1 名、Zoom により参加   
 

陪席：坂巻静佳（幹事）、竹内真理（幹事）、種村佑介（事務補佐）、平野実晴（事

務補佐） 
 
 
４．議事の内容 
１）報告事項   

１ 日弁連キャリアセミナーに関する件  
２ 東京国際法セミナーに関する件 
３ 国際法学会の持続可能な発展に関する提言のアンケート実施の件 
４ その他  

     （1）エキスパート・コメント掲載状況の件 
   （2）判例研究の掲載状況の件 
  （3）研究大会公募報告制の件 
  （4）HP 更新の件 

    （5）国際法外交雑誌の J-STAGE アップロード・公開状況の件 
（6）Global Network of Societies for International Law に関する件 

        （7）2026 年度アジアカップ模擬裁判に関する件 
 
２）議決事項 

第１号議案 2026 年度第 2 回（通算第 41 回）評議員会（定時）招集に関する件 
第２号議案 2025 年度事業報告・決算に関する件 
第 3 号議案 2025 年度公益目的支出計画実施報告書に関する件 
第 4 号議案 2026 年度（第 129 次）研究大会に関する件 
第 5 号議案 2028 年度（第 131 次）研究大会に関する件 
第 6 号議案 国際法外交雑誌第 125－126 巻の編集状況に関する件 
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第 7 号議案 国際法外交雑誌の英語ページでの紹介に関する件 
第 8 号議案 小田滋賞に関する件 
第 9 号議案 新入会員の承認に関する件 
第 10 号議案 名誉理事推薦の件 
第 11 号議案  
（1）ハラスメント対策の件 
（2）その他 

 
                     
 
５. 議事要旨 
 開催に先立ち、定款 41条 1 項および 2 項にもとづき、議決に加わることのできない議長

を除く 15 名の理事が参加していることから、議決に加わることのできる理事 18 名の過半

数（10 名以上）が出席していることが確認された。続けて、前回 2025（令和 7）年度第 5
回理事会（臨時）の議事録の確認が行われた。 
 
１）報告事項 

 
１ 日弁連キャリアセミナーに関する件 
 山田アウトリーチ委員会委員長より、日弁連キャリアセミナーの第 1 回目の打ち合わ

せ結果につき、口頭で説明がなされた。開催日時は決まっているがテーマは未定である

との説明があった。 
 

２ 東京国際法セミナーに関する件 
 長谷部理事より、資料に基づき、プログラムの状況、協賛申込みの状況、及び研修参

加者のリクルート状況について説明がなされた。 
 
３   国際法学会の持続可能な発展に関する提言のアンケート実施の件 
  新井SDWG座長より、国際法学会の持続可能な発展に関する提言に係るアンケートに

関する中間報告がなされた。現時点で、重要な提言を含む 98件の回答が寄せられている

ことが報告された。あわせて 6 月初旬に発足する新体制の下で本答申をどのように取り

扱うかについて検討いただきたい旨、また、現在の各委員会の委員長においてはアンケ

ート結果を検討の上、次期委員会委員長へ適切に引き継いでいただきたい旨の要請があ

った。 
  続いて、各理事より、現時点でのアンケート内容を踏まえた意見が述べられた。具体

的には、理事の選任を含む人事の透明性、研究大会の運営の在り方、公募制度の在り方、

文献目録作成の要否、『国際法外交雑誌』への投稿依頼及び査読の透明性に関する問題、

若手研究者への負担の集中等が論点として取り上げられ、意見交換が行われた。 
 

４ その他 
（1）エキスパート・コメント掲載状況の件 

欠席の下谷内エキスパート・コメント委員会委員長に代わり、萬歳事務局長より、

資料に基づき、2026年 2月 24 日から 5月 12 日までに 3 本のエキスパート・コメント

が掲載されたことが報告された。 
   濵本代表理事より、エキスパート・コメントのあり方について、現状のように文章

でのコメントでよいのかも含め、来期以降検討してほしいとの要請があった。 
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  (2）判例研究の掲載状況の件 

玉田判例研究委員会委員長より、国際法外交雑誌 124 巻 1 号から 125 巻 3 号までの

判例研究掲載状況（予定）について説明がなされた。玉田委員長からは、判例研究委

員会委員の負担はかなり重いため、次期以降の委員会構成について、人数は現状を維

持するのでよいが、併任をなくすべきではないかとの指摘があった。 
 

（3）研究大会公募報告制の件 
   森研究企画委員会委員長より、資料に基づき、個別公募とパネル公募の応募数等の

推移を踏まえた公募制度の実績評価について説明がなされた。あわせて公募報告経験

者へのアンケートが実施されたことが紹介され、国際法外交雑誌への投稿依頼のあり

方や国際法以外の分野に対する配慮の必要などについて提言があったことが紹介され

た。 
 
 （4）HP 更新の件（説明：横溝ホームページ委員会委員長） 
   横溝ホームページ委員会委員長より、HP の更新作業が完了したとの報告がなされ

た。 
  
（5）国際法外交雑誌の J-STAGE アップロード・公開状況の件 

   水島雑誌編集委員会委員長より、国際法外交雑誌の J-STAGE アップロード・公開

状況について説明がなされた。 
 
（6）Global Network of Societies for International Law に関する件 

 濵本代表理事より、Global Network of Societies for International Law の第 4 回大

会が 2027 年 6 月 3 日・4 日にケベックで開催される予定であるとの報告がなされた。 
 

（7）2026 年度アジアカップ模擬裁判に関する件 
   欠席の寺谷若手研究者育成委員会委員長に代わり、萬歳事務局長より、2026 年度ア

ジアカップ模擬裁判の現時点での準備状況についての報告がなされた。 
 
   上記に加えて、西国際交流委員会委員長より、2026 年度研究大会で予定している日

台交流パネルの準備状況についての中間報告があった。 
 
 
２）議決事項 
 
第 1 号議案 2026 年度第 2 回（通算第 41 回）評議員会（定時）招集に関する件 
 
濵本代表理事より、資料に基づき、2026 年度第 2 回（通算第 41 回）評議員会の招集が

提案された。 
定款 37 条 1 項 4 号ならびに 41 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできな

い議長を除く、すべての理事（15 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 
【議決事項】  

   2026年度第 2回（通算第41回）評議員会を2026年 6月 7日（日）13時より開催する。 
 
 
 第２号議案 2025 年度事業報告・決算に関する件 
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萬歳事務局長より、2025 年度事業報告書（案）について、北澤会計部長より、2025 年

度決算報告書（案）の内容についておよびその監査報告書（案）の内容について、それぞ

れ資料に基づき説明がなされた。 
定款 9条 1 項ならびに 41 条 1 項および 2 項、ならびに会計規程 8 条に基づき、議決に加

わることのできない議長を除く、すべての理事（14 名）の賛成により以下の通り議決され

た。 
 

【議決事項】  
   2025 年度事業報告書、2025 年度決算報告書を原案の通り承認する。 
 
 
第 3 号議案 2025 年度公益目的支出計画実施報告書に関する件 
 
萬歳事務局長より、2025 年度公益目的支出計画実施報告書（案）および監査の実施につ

いて、資料に基づき説明がなされた。 
 定款 9条 1項ならびに 41条 1 項および 2 項、ならびに会計規程 8条に基づき、議決に加

わることのできない議長を除く、すべての理事（14 名）の賛成により以下の通り議決され

た。 
 
【議決事項】  

   2025 年度公益目的支出計画実施報告書を原案の通り承認する。 
 
 
第４号議案 2026 年度（第 129 次）研究大会に関する件 
 

 森研究企画委員長より、資料に基づき、現時点での報告者および公募結果を反映した

2026 年度研究大会のプログラム案について説明がなされた。あわせて、公募については 5
月末締切で第 3 次追加募集中であるとの補足説明がなされた。 
 また、小田レクチャー講演者である Anne Peters 教授より、用務の都合により滞在日程

短縮の希望が寄せられていることについて説明があり、小田レクチャー自体には影響がな

いこと、また Peters 教授の来日の意向が固いこと等を踏まえ、招聘予定は引き続き維持す

る方針である旨が確認された。 
定款 37 条 1 項 4 号ならびに 41 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできな

い議長を除く、すべての理事（14 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 

【議決事項】  
  2026 年度研究大会プログラムを原案の通り承認する。 
 
 
第 5 号議案 2028 年度（第 131 次）研究大会に関する件 
 

 阿部研究大会運営委員委員長から、資料に基づき、2028 年度の研究大会の会場（新潟・

朱鷺メッセ）および日程について提案がなされた。 
定款 37 条 1 項 4 号ならびに 41 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできな

い議長を除く、すべての理事（14 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 

【議決事項】  
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  2028 年度研究大会の会場および日程を原案の通り承認する。 
 
 
第 6 号議案 国際法外交雑誌第 125－126 巻の編集状況に関する件 

 
 水島雑誌編集委員長より、資料に基づき、外交雑誌第 125－126 巻の編集状況について

説明がなされた。 
 定款 37 条 1 項 4 号ならびに 41 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできな

い議長を除く、すべての理事（14 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 
【議決事項】  

   国際法外交雑誌第 125－126 巻の編集方針を原案の通り承認する。 
 
 
第 7 号議案 国際法外交雑誌の英語ページでの紹介に関する件 

 
 水島雑誌編集委員長より、資料に基づき、国際法外交雑誌掲載の英語論文の紹介につい

て説明がなされた。 
 濵本代表理事より、外国在住者が国立国会図書館所蔵データへアクセスできるよう、利

用登録に関する案内を掲載することについても検討してほしい旨の要請があった。 
 定款 37 条 1 項 4 号ならびに 41 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできな

い議長を除く、すべての理事（14 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 
【議決事項】  

   国際法外交雑誌の英語ページでの紹介を原案の通り承認する。 
 
 
第 8 号議案 小田滋賞に関する件 

  
 西村国際関係法教育委員長から、小田滋賞の審査結果に関して、最優秀賞の該当なし、

優秀賞 2 件、奨励賞 1 件との審査結果が示された。あわせて、今年度から最優秀賞と優秀

賞については、本人の意思を確認の上学会 HP で公開予定であること、講評も掲載するこ

とについて補足説明がなされた。 
 定款 37 条 1 項 4 号ならびに 41 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできな

い議長を除く、すべての理事（13 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 
【議決事項】  

   小田滋賞の審議結果について原案の通り承認する。 
 
 
第 9 号議案  新入会員の承認に関する件 
萬歳事務局長より、資料に基づき、入会申込者 12 名（一般会員：5 名、学生会員：7

名）、退会者 9 名（2025 年度末）、退会希望者１名（2026 年度末）、会員種別変更者 10
名があった旨の説明がなされた。学会の会員数は合計 860 名となった。 
定款 41 条 1 項および会員規程 4 条 1 項に基づき、代表理事を含む理事（14 名）の賛成

により、以下の通り議決された。 
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【議決事項】 
入会申込者＝12 名（一般会員：5 名、学生会員：7 名） 
退会者＝9 名（2025 年度末） 
退会希望者＝1 名（2026 年度末退会希望） 
種別変更会員（一般会員→名誉会員）＝４名 
      （学生会員→一般会員）＝5 名 
      （一般会員→学生会員）＝1 名 
新入会員・種別変更・理事会承認後会員数 

合計 860 名（一般会員 745 名、学生 58 名、名誉 50 名、特別 3 名、終身 1 名、維持会員 3
名） 

 
 
第 10 号議案 名誉理事推薦の件 

 萬歳事務局長より、代表理事に関しては、退任後、名誉理事＝名誉会員になる慣行に関

して、今後は 70 歳になってから推薦するように改めたい旨の提案がなされた。 
 出席理事より、新法人の移行期においては、代表理事の退任後、自動的に名誉理事にな

らなかった実例もあること、また、過去にも名誉理事の推薦に当たっては本人の意思確認

を行ってきているとの指摘がなされた。 
 これに対し、萬歳事務局長より、本提案の趣旨は、代表理事の退任後であっても、名誉

会員と同じく、70 歳までは一般会員として学会に貢献いただくように「推薦の考え方」を

変更したいということであるとの補足説明がなされた。 
定款 41条 1項および会員規程 4条 1項に基づき、議決に加わることのできない議長を除

く、すべての理事（13 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 

 
【議決事項】  

   名誉理事の推薦は 70 歳になってからとすることにつき、原案の通り承認する。 
 
 
第 11 号議案 その他 
（1）ハラスメント対策の件 

  
  濵本代表理事より、資料に基づき、ハラスメント防止体制に関する要検討事項につい

て説明がなされた。 
定款 41条 1項および会員規程 4条 1項に基づき、議決に加わることのできない議長を

除く、すべての理事（12 名）の賛成により以下の通り議決された。 
 

 
【議決事項】  

   ハラスメント対策の検討について次期の理事会に引き継ぐことを承認する。 
 
 

以上 


